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広報もとみや　平成20年11月

しらさわ夢図書館・
中央公民館図書室からのご案内

しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

・声をなくした紙しばい屋さん（関　朝之）
・きんいろの雨（中川なをみ）
・おうちへかえろ（三浦太郎）
・きになるともだち（内田麟太郎）
・だじゃれオリンピック（中川ひろたか）
・どんぐりのき（亀岡亜希子）
・チコときんいろのつばさ（レオ・レオニ）
・まめうしくんこんにちは（あきやまただし）

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。なお、移送などで少々時間を頂く場合があります。

●赤ちゃんおはなし会
と　　き：11月28日（金）11：00～11：20
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：わらべうた、ふれあいあそび、赤ちゃん絵

本のよみきかせ、幼児紙しばいなど。
対　　象：赤ちゃん（０・１・２歳位まで）とその保

護者、一般

●ジュニアおはなし会
と　　き：11月29日（土）14：00～15：00
と こ ろ：しらさわ夢図書館　おはなしコーナー
ないよう：ストーリーテリング、紙しばい、絵本の読

み聞かせ、季節の工作など。
対　　象：長いお話を楽しめる幼児・児童（４・５歳

児以上）とその保護者、一般

●リトルおはなし会
と　　き：11月30日（日）11：00～11：30
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：手袋人形、絵本の読み聞かせ、パネルシア

ター、エプロンシアターなど。
対　　象：短いお話を楽しめる幼児（３・４・５歳位

まで）とその保護者、一般

※季節、テーマなどによりおはなし会の内容は、その都度若干変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※いずれのイベントも、参加は自由で無料です。お誘い合わせの上、おいでください。

●11月の定例おはなし会
と　　き：11月８日（土）10：30～11：30
と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
ないよう：読書週間おはなし会。絵本の読み聞かせ、

紙しばい、エプロンシアター、パネルシア
ター、工作など。

対　　象：幼児とその保護者

［絵本・児童書］
・『すぐやる！』技術（久米信行）
・家庭でできる法事・法要（橋爪大三郎）
・『育てにくい子』と感じたときに読む（佐々木正美）
・夫婦の格式（橋田壽賀子）
・悩む力（姜尚中）
・おそろし　三島屋変調百物語事始（宮部みゆき）
・砂漠（伊坂幸太郎）
・金もち父さんの金持ちがますます金持ちになる理由
  （ロバート・キヨサキ）
・『残業ゼロ』の人生力（吉越浩一郎）

［一般書・実用書］

しらさわ夢図書館のおはなし会 中央公民館図書室のおはなし会
イ ベ ン

ト

新着本

　㈳日本国際児童図書評議会（JBBY）が薦める世界
57カ国のすぐれた児童図書164タイトル、209冊の展示
を行います。原書も多数展示し、みなさんがなかなか
見ることのできない国の本をたくさんご覧いただけま
す。ぜひ、この機会に来館して、世界の素晴らしい子
どもの本にふれてみませんか。

と　き：10月28日（火）～11月9日（日）　9：30～17：00
ところ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
内　容：2006年度国際アンデルセン賞、IBBYオナーリ

スト受賞図書などの展示（解説パネルつき）
観覧料：無　料

●2008年読書週間特別企画

『世界の子どもの本展』

●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ

ん
の
「
学
び
」・「
文
化
」・「
ス
ポ
ー

ツ
」・「
芸
術
活
動
」
を
応
援
し
ま

す
。

　

中
央
公
民
館
と
白
沢
公
民
館
で

は
、
今
年
度
も
数
多
く
の
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
ぼ
う
裁
判
員
制
度
講
座

～
成
人
講
座
～

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来

年
か
ら
裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
伴
い
、
９
月
29
日
と

10
月
７
日
に
福
島
地
方
裁
判
所
郡

山
支
部
を
訪
れ
「
学
ぼ
う
裁
判
員

制
度
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
あ
る
詐
欺
に
関
す

る
刑
事
裁
判
を
皆
さ
ん
で
傍
聴
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
廷
内
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
裁
判
官
席
に
も

座
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
裁
判
が
終
わ
っ
て
、

「
あ
の
被
告
が
ど
う
い
う
判
決
に
な

る
の
か
が
気
に
な
る
」「
法
廷
内
の

緊
張
感
と
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た
」

な
ど
肌
で
感
じ
な
が
ら
学
習
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
架
空
事
件
の
ビ
デ
オ

を
視
聴
し
た
後
、
裁
判
官
と
一
緒

に
評
議
し
、
有
罪
か
無
罪
か
、
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
真
剣
に

議
論
し
、
判
決
の
決
定
に
至
る
ま

で
の
過
程
に
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

裁
判
所
で
は
法
廷
が
開
か
れ
て

い
れ
ば
、
事
前
に
申
し
込
ま
な
く

て
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
製
作

～
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
～

　

白
沢
公
民
館
で
は
、
９
月
20
日
、

27
日
に
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

第
４
回
・
第
５
回
学
習
会
と
し
て

「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
大
き
め
バ
ッ

ク
」
～
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

大
き
め
の
バ
ッ
ク
～
の
製
作
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
受
講
生
13
名
が
参
加

し
、
安
達
孝
子
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
組
み
な
が
ら
、

色
と
り
ど
り
の
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク

を
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し

た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
11
月

の
文
化
祭
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
枕
を
訪
ね
て

～
文
化
財
講
座
～

　

白
沢
公
民
館
の
文
化
財
講
座

「
歌
に
詠
ま
れ
た
古
の
安
達
野
」
の

第
３
回
学
習
会
で
は
、
９
月
26
日

に
相
馬
方
面
の
万
葉
歌
碑
と
文
化

財
の
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
菅
野
正
一
先
生
の
解
説

で
南
相
馬
市
博
物
館
で
は
歴
史
と

文
化
を
、
東
北
電
力
原
町
発
電
所

内
で
は
万
葉
歌
碑
と
製
鉄
炉
の
跡

を
見
学
し
、
古
代
の
技
術
の
高
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
島
区
に
あ
る
「
真
野
」

が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
碑
や
万
葉
植

物
園
、
さ
ら
に
は
相
馬
市
の
松
川

浦
の
文
字
島
や
松
川
浦
の
古
名
の

「
松
が
浦
」
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
碑

を
訪
ね
、
興
味
深
く
学
習
し
て
い

ま
し
た
。

手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

～
ひ
な
げ
し
学
級
～

　

通
年
講
座
の
母
親
学
級
「
ひ
な

げ
し
学
級
」
で
は
、
10
月
９
日
に

手
作
り
の
お
や
つ
を
学
ぶ
た
め
、

市
内
の
「
ル
・
ベ
ー
ル
」
糠
沢
正
之

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
ケ
ー

キ
作
り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

難
し
い
と
言
わ
れ
る
ス
ポ
ン
ジ

焼
き
は
思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
で
、

ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
れ
ば
失
敗
し
な

い
こ
と
を
、
学
級
生
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
自
分
た
ち
で
焼
い
た

ケ
ー
キ
は
、
本
当
に
お
店
に
並
ん

で
売
っ
て
い
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
味
の
仕
上

が
り
で
、「
家
に
持
ち
帰
り
家
族
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
」
と
喜
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
で
「
お
店
の

ケ
ー
キ
」
が
味
わ
え
そ
う
で
す
ね
。


